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調査概要

◆ 調査目的： 音楽全体の市場について経年データを交えながら直近のユーザー動向を整理し
音楽の楽しみ方や音楽関係支出の実態を明らかにする。

◆ 調査対象： 12～69歳の男女

◆ 調査地域： 全国

◆ 調査方法： インターネットリサーチ

◆ 調査時期： 2020年12月18日（金）～12月22日（火）

◆ 有効回答数： 4,494サンプル
(一般セル：3,343サンプル)
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WBについて
✓ 下記の通り、ウェイトバックを行っております。国勢調査の人口構成比は平成27年のデータを使用しております。

No 地域×性年代 Ｎ ％ Ｎ ％ No 地域×性年代 Ｎ ％

1 北海道・東北_男性12-19歳 338094 0.4 58 1.7 0.22677119 1 北海道・東北_男性12-19歳 13 0.4

2 北海道・東北_男性20代 638562 0.7 68 2.0 0.36531926 2 北海道・東北_男性20代 25 0.7

3 北海道・東北_男性30代 823810 1.0 34 1.0 0.94259808 3 北海道・東北_男性30代 32 1.0

4 北海道・東北_男性40代 939218 1.1 34 1.0 1.07464717 4 北海道・東北_男性40代 37 1.1

5 北海道・東北_男性50代 921376 1.1 34 1.0 1.05423247 5 北海道・東北_男性50代 36 1.1

6 北海道・東北_男性60代 1096442 1.3 34 1.0 1.25454186 6 北海道・東北_男性60代 43 1.3

7 北海道・東北_女性12-19歳 316992 0.4 65 1.9 0.18972010 7 北海道・東北_女性12-19歳 12 0.4

8 北海道・東北_女性20代 613955 0.7 64 1.9 0.37319428 8 北海道・東北_女性20代 24 0.7

9 北海道・東北_女性30代 813748 0.9 34 1.0 0.93108521 9 北海道・東北_女性30代 32 0.9

10 北海道・東北_女性40代 944545 1.1 34 1.0 1.08074229 10 北海道・東北_女性40代 37 1.1

11 北海道・東北_女性50代 953011 1.1 34 1.0 1.09042903 11 北海道・東北_女性50代 37 1.1

12 北海道・東北_女性60代 1169384 1.4 34 1.0 1.33800162 12 北海道・東北_女性60代 45 1.4

13 関東_男性12-19歳 1014161 1.2 70 2.1 0.56362114 13 関東_男性12-19歳 39 1.2

14 関東_男性20代 2357631 2.7 64 1.9 1.43309265 14 関東_男性20代 92 2.7

15 関東_男性30代 2948773 3.4 110 3.3 1.04286253 15 関東_男性30代 115 3.4

16 関東_男性40代 3481731 4.1 110 3.3 1.23134837 16 関東_男性40代 135 4.1

17 関東_男性50代 2654863 3.1 110 3.3 0.93891838 17 関東_男性50代 103 3.1

18 関東_男性60代 2813842 3.3 110 3.3 0.99514286 18 関東_男性60代 109 3.3

19 関東_女性12-19歳 957363 1.1 68 2.0 0.54770428 19 関東_女性12-19歳 37 1.1

20 関東_女性20代 2215595 2.6 66 2.0 1.30594489 20 関東_女性20代 86 2.6

21 関東_女性30代 2791441 3.2 110 3.3 0.98722053 21 関東_女性30代 109 3.2

22 関東_女性40代 3289897 3.8 110 3.3 1.16350439 22 関東_女性40代 128 3.8

23 関東_女性50代 2529455 2.9 110 3.3 0.89456661 23 関東_女性50代 98 2.9

24 関東_女性60代 2908337 3.4 110 3.3 1.02856195 24 関東_女性60代 113 3.4

25 中部_男性12-19歳 579799 0.7 65 1.9 0.34701042 25 中部_男性12-19歳 23 0.7

26 中部_男性20代 1134131 1.3 67 2.0 0.65851675 26 中部_男性20代 44 1.3

27 中部_男性30代 1432651 1.7 34 1.0 1.63923002 27 中部_男性30代 56 1.7

28 中部_男性40代 1703664 2.0 34 1.0 1.94932135 28 中部_男性40代 66 2.0

29 中部_男性50代 1412339 1.6 34 1.0 1.61598916 29 中部_男性50代 55 1.6

30 中部_男性60代 1625476 1.9 34 1.0 1.85985914 30 中部_男性60代 63 1.9

31 中部_女性12-19歳 544940 0.6 62 1.9 0.34192858 31 中部_女性12-19歳 21 0.6

32 中部_女性20代 1053224 1.2 69 2.1 0.59381350 32 中部_女性20代 41 1.2

33 中部_女性30代 1351687 1.6 34 1.0 1.54659154 33 中部_女性30代 53 1.6

34 中部_女性40代 1632871 1.9 34 1.0 1.86832045 34 中部_女性40代 64 1.9

35 中部_女性50代 1401139 1.6 34 1.0 1.60317420 35 中部_女性50代 55 1.6

36 中部_女性60代 1691996 2.0 34 1.0 1.93597090 36 中部_女性60代 66 2.0

37 近畿_男性12-19歳 521323 0.6 65 1.9 0.31201246 37 近畿_男性12-19歳 20 0.6

38 近畿_男性20代 1022058 1.2 66 2.0 0.60243475 38 近畿_男性20代 40 1.2

39 近畿_男性30代 1211952 1.4 34 1.0 1.38670765 39 近畿_男性30代 47 1.4

40 近畿_男性40代 1507017 1.8 34 1.0 1.72431912 40 近畿_男性40代 59 1.8

41 近畿_男性50代 1187305 1.4 34 1.0 1.35850671 41 近畿_男性50代 46 1.4

42 近畿_男性60代 1395059 1.6 34 1.0 1.59621750 42 近畿_男性60代 54 1.6

43 近畿_女性12-19歳 502711 0.6 76 2.3 0.25732573 43 近畿_女性12-19歳 20 0.6

44 近畿_女性20代 1033358 1.2 59 1.8 0.68136089 44 近畿_女性20代 40 1.2

45 近畿_女性30代 1256504 1.5 34 1.0 1.43768376 45 近畿_女性30代 49 1.5

46 近畿_女性40代 1560250 1.8 34 1.0 1.78522797 46 近畿_女性40代 61 1.8

47 近畿_女性50代 1251702 1.5 34 1.0 1.43218935 47 近畿_女性50代 49 1.5

48 近畿_女性60代 1522745 1.8 34 1.0 1.74231500 48 近畿_女性60代 59 1.8

49 中国・四国・九州・沖縄_男性12-19歳 632039 0.7 63 1.9 0.39028489 49 中国・四国・九州・沖縄_男性12-19歳 25 0.7

50 中国・四国・九州・沖縄_男性20代 1149727 1.3 63 1.9 0.70995789 50 中国・四国・九州・沖縄_男性20代 45 1.3

51 中国・四国・九州・沖縄_男性30代 1471763 1.7 34 1.0 1.68398172 51 中国・四国・九州・沖縄_男性30代 57 1.7

52 中国・四国・九州・沖縄_男性40代 1637265 1.9 34 1.0 1.87334804 52 中国・四国・九州・沖縄_男性40代 64 1.9

53 中国・四国・九州・沖縄_男性50代 1521951 1.8 34 1.0 1.74140651 53 中国・四国・九州・沖縄_男性50代 59 1.8

54 中国・四国・九州・沖縄_男性60代 1879962 2.2 66 2.0 1.10811171 54 中国・四国・九州・沖縄_男性60代 73 2.2

55 中国・四国・九州・沖縄_女性12-19歳 600966 0.7 71 2.1 0.32928350 55 中国・四国・九州・沖縄_女性12-19歳 23 0.7

56 中国・四国・九州・沖縄_女性20代 1159498 1.3 62 1.9 0.72753975 56 中国・四国・九州・沖縄_女性20代 45 1.3

57 中国・四国・九州・沖縄_女性30代 1504706 1.8 34 1.0 1.72167489 57 中国・四国・九州・沖縄_女性30代 59 1.8

58 中国・四国・九州・沖縄_女性40代 1698564 2.0 34 1.0 1.94348596 58 中国・四国・九州・沖縄_女性40代 66 2.0

59 中国・四国・九州・沖縄_女性50代 1612401 1.9 34 1.0 1.84489881 59 中国・四国・九州・沖縄_女性50代 63 1.9

60 中国・四国・九州・沖縄_女性60代 1995634 2.3 66 2.0 1.17629261 60 中国・四国・九州・沖縄_女性60代 78 2.3

全体 85932603 100.0 3343 100.0 全体 3343 100.0
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分析における主要なユーザーのセグメント

半年間の音楽の聴取状況に係る3つの軸a.～c.から4つのユーザーセグメント①～④を定義

注１ 注２

お金を支払わずに音楽を聴いた注2

音楽を聴こうと思って聴いた

③無料聴取層（既知楽曲のみ）
この半年間では音楽にお金を使っておらず、

以前から知っていた楽曲しか聴いていない

②無料聴取層
この半年間では音楽にお金を使っていない

が、以前から知っていた楽曲に加え、新たに

知った楽曲も聴いている

↓c.どのような音楽を聴取したか

④無関心層
この半年間では音楽にお金を使っておらず、

特に自分で音楽を聴こうとしていない

お金を支払わずに音楽を聴いた注2

↓a.意識して音楽を聴いたか

↓b.どのように音楽を聴取したか

①有料聴取層
この半年間に、音楽を聴くために、

音楽商品を購入したり、お金を使ったりした

ことがある注１

お金を支払わない（無料）音楽聴取の対象

- 友人・知人等から無料で借りた音楽CD、音楽ビデオ（DVD、Blu-ray Disc等）や、

コピーしてもらった音楽を聴取

- この半年以前に購入・レンタルした音楽CD、音楽ビデオ（DVD、Blu-ray Disc等）や、

それらからPC等にコピーした音楽を聴取

- この半年以前に有料音楽配信（レコチョク、iTunes、mora、mu-mo等）で購入した音楽を聴取

- 無料期間中の定額制音楽配信（LINE MUSIC、AWA、Apple Music、

Google Play Music、 dヒッツ、うたパス、Rakuten Music、Spotify等）を利用して音楽を聴取

- 無料で聴取できるテレビやラジオで放送される音楽を聴取

- 無料の音楽・動画配信サイト（YouTube等）やアプリ、ファイル共有ソフト（P2P）で音楽を聴取

- 無料のコンサート、ライブやイベント等に参加して音楽を聴取

お金を支払う（有料）音楽聴取の対象

- 音楽CD、音楽ビデオ（DVD、Blu-ray Disc等）を購入、あるいはレンタルする

- ダウンロード型音楽配信

（レコチョク、iTunes、mora、mu-mo等）で音楽を購入する

- 定額制音楽配信（LINE MUSIC、AWA、Apple Music、

Google Play Music、dヒッツ、うたパス、Rakuten Music、Spotify等）

の有料サービスを利用する

- 有料の音楽チャンネル（MTV、SPACE SHOWER TV、MUSIC ON! TV等）、

有料の音楽ラジオ（USENやSTARdigio等）で放送・配信される音楽を聴取

- 有料のコンサート、ライブやイベント等に参加して音楽を聴取

※通信料金、聴取機器、録音メディア（CD-R等）に対する支払いは除く

➢ 本調査の分析では、下図にカテゴライズしたユーザーセグメント①～④を定義している。



調査結果
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音楽との関わり方

12年間の比較 年代別構成比＜2018年-2020年＞

➢ 12年間の比較をみると（左表）、2020年は有料聴取層のボリュームが2019年と比較して5pt減少している。無関心層のボリュームは変わらない。

➢ 年代別構成比をみると（右表）、 2020年と2019年を比較して20～30代、50代の有料聴取層が5pt以上減少している。

2019年と比較して30代の無関心層が4pt増加しているが、その他の年代については変わらない。

ここ3年で有料聴取層のボリュームがやや減少、無関心層は2019年と変わらない。年代別にみると、高校生～60代で有料聴取層が減少している。

50~60代は無関心層が全体と比較して
高い

Q この半年間の、あなたの音楽との関わり方についてあてはまるものをひとつお選びください。 SA

有料聴取層は高~大学生が
ボリュームゾーン
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音楽聴取方法（時系列比較）

音楽の聴取方法

全体的に、CD経由やライブでの音楽聴取は減少傾向。定額制音楽配信サービスで音楽を聴く人は増加傾向にある。

※直近半年間、音楽視聴者ベース

➢ 音楽聴取方法をみると、2020年全体は「YouTube」「テレビ」「定額制音楽配信サービス 全体」の順となっている。

➢ 2019年の結果と比較すると、「ライブ等の生演奏」が11pt、「カラオケ」が10pt減少。CD経由の聴取（「音楽CD」「音楽CDからコピーした楽曲ファイル」）も減少傾向にある。

一方で、「YouTube」は3pt増加、「YouTubeとニコニコ動画以外の動画サービス」も2pt増加している。

➢ 「定額制音楽配信サービス 全体」は35%にのぼり、「音楽CD」を抑えて3位である。 「無料音楽アプリ・サービス」の利用は9％で、昨年よりも6pt減少した。
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*非聴取 *1：「定額制音楽配信サービス　全体」は「定額制音楽配信サービス」「Spotifyフリープラン・LINE MUSICフリープラン」「Amazon Prime Music」の合算値
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Q この半年間に、音楽を楽しむために利用した商品やサービスは何ですか。あてはまるものをすべてお選びください。 MA
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音楽聴取方法（2020年 詳細）
若年層の方が、インターネット経由で音楽を聴く傾向が強い。「定額制音楽配信サービス」「YouTube」「無料音楽アプリ・サービス」でその傾向が顕著。

音楽の聴取方法 ※直近半年間、音楽視聴者ベース

➢ 全体的に、若年層の方が、高齢層と比べてインターネット経由で音楽を聴く傾向がある。「定額制音楽配信サービス 全体」「YouTube」「無料音楽アプリ・サービス」で

その傾向が顕著である。特に、10代は「YouTube」の利用が76%にのぼり、他の年代と比べて一番利用率が高い。

20代は「定額制音楽配信サービス 全体」の利用が5割にのぼる。 また、10代は「無料音楽アプリ・サービス」の利用率も他の年代と比較して高い。

➢ また、10代は「無料配信型ライブ」の利用率もほかの年代と比較して高い。50代、60代などの高齢層の割合が高いのは「AM・FMラジオ」である。
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デ
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送
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ビ
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ー
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ト
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ビ

テ
レ
ビ
の
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チ
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ネ
ル

単
独
の
ア
ー
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ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、

ラ
イ
ブ
等
の
生
演
奏

複
数
の
ア
ー
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ィ
ス
ト
が
参
加
し
て
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る

コ
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ト
、
ラ
イ
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の
生
演
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音
楽
関
連
イ
ベ
ン
ト

無
料
配
信
型
ラ
イ
ブ

有
料
配
信
型
ラ
イ
ブ

(2,447) 32.8 25.7 17.1 10.5 4.0 35.1 15.2 10.4 17.0 57.9 6.0 6.7 23.4 12.1 8.8 25.1 13.6 9.4 1.8 49.0 7.5 6.9 6.4 2.9 1.7 12.5 10.2 1.4

男性 (1,221) 31.3 27.0 14.3 10.3 3.5 36.4 15.1 10.3 19.7 56.8 6.0 7.2 24.6 13.5 8.1 28.5 14.5 8.1 2.2 43.1 8.9 6.7 5.4 3.3 1.9 11.0 7.5 1.4

女性 (1,226) 34.4 24.3 19.9 10.8 4.5 33.7 15.2 10.5 14.1 59.0 5.9 6.2 22.0 10.5 9.6 21.5 12.6 10.8 1.5 55.2 6.0 7.0 7.5 2.5 1.4 14.1 13.1 1.4

12-19歳 (602) 35.2 24.7 21.2 8.7 15.2 53.3 29.2 23.8 15.7 75.6 6.6 15.9 30.6 20.8 20.0 12.5 10.2 20.5 1.2 48.4 8.7 4.2 9.1 5.0 3.1 23.6 15.6 1.1

20代 (539) 28.0 25.9 17.6 11.8 6.5 49.0 29.8 12.8 16.6 62.4 9.8 12.1 30.1 11.1 13.2 11.7 10.9 17.9 2.2 43.0 8.7 5.8 8.5 4.4 3.4 13.7 14.8 1.4

30代 (341) 27.5 22.2 17.4 14.4 3.1 38.4 14.4 11.8 18.3 58.3 6.4 7.7 22.5 11.0 7.9 18.4 10.3 9.6 1.7 47.5 8.6 7.3 8.0 3.3 1.9 13.7 10.3 2.2

40代 (326) 33.3 30.0 18.8 13.8 2.5 32.1 13.7 8.2 17.1 54.4 5.9 3.1 22.5 8.6 6.3 30.3 16.1 6.0 3.2 46.4 6.8 6.0 6.1 3.3 0.7 12.3 11.3 0.7

50代 (307) 41.0 30.2 17.9 9.2 1.7 23.3 5.6 8.0 16.4 53.4 4.0 4.0 17.3 11.8 5.2 36.0 18.2 3.5 1.7 53.2 5.5 9.6 4.5 1.4 1.0 8.7 9.6 1.0

60代 (332) 33.9 20.4 11.4 3.7 0.5 22.7 4.7 4.4 17.0 51.9 3.2 2.4 20.4 13.9 5.9 35.7 14.1 4.6 0.5 55.8 7.0 7.3 3.7 0.9 0.6 8.1 2.3 2.0

*1：「定額制音楽配信サービス　全体」は「定額制音楽配信サービス」「Spotifyフリープラン・LINE MUSICフリープラン」「Amazon Prime Music」の合算値

ライブ

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

WB前

n=

年代別

ハード サイト マスメディア

2020年　全体

性別

定
額
制
音
楽
配
信
サ
ー
ビ
ス
全
体
*
1[比率の差]

2020年 全体+10     

2020年 全体 +5     

2020年 全体 -5     

2020年 全体-10     

WB前n=30以上の場合
0%

20%

40%

60%

80%
12-19歳 20代 30代 40代 50代 60代

昨年同様、
若年層の方が
インターネットで
音楽を聴く傾向

Q この半年間に、音楽を楽しむために利用した商品やサービスは何ですか。あてはまるものをすべてお選びください。 MA
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(円)

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

WB後n= (5,024) (5,046) (4,960) (4,948) (1,545) (1,757) (2,014) (2,216) (1,952) (2,382) (3,174) (3,343)

※100円以下のスコアは非表示

3,984 
3,492 3,221 3,044 
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198 
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150 
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363 
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249 
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247 
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2,004 
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1,271 1,427 
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715 

809 
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282 
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3,036 
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2,500 
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3,253 
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2,341 
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1,024 

983 
1,017 

1,846 

1,261 

1,392 
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8,000
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音楽への支出額

音楽への支出額

2020年の音楽への支出総額は、5,842円。支出額は多い順に「CD購入」「音楽関係のグッズ、出版物」「音楽ビデオ」。

➢ 音楽への支出総額をみると、2020年は5,842円となった。カテゴリごとにみると、「CD購入」が1,061円で最大。 次いで「音楽関係のグッズ、出版物」（890円)
「音楽ビデオ」（755円）。また、「定額制音楽配信サービス」への支出は363円だった。

➢ 2009年から比較をすると全体的に支出総額は減少傾向であり、今年度は12年間で最少額となった。特に「CD購入」は81%減少している。

※2019年から聴取方法を変更

2020年
(円）

2019年
（円）

減少率
（％）

5,842 9,394 62.2

音楽関係のグッズ、出版物 890 1,663 53.5

ｺ ｻｰ ､ﾗ ﾌﾞ､演奏会､音楽 ﾍﾞ  ､

ﾐｭｰｼﾞｶﾙ等の入場料
574 2,341 24.5

カラオケ 282 673 41.9

有料配信型ライブ 718

有料音楽放送

(CS、BS、有線放送等)
247 463 53.3

定額制動画配信サービス 328

Amazon Prime Music

（プライム会員特典）
249 387 64.3

定額制音楽配信 363 649 55.9

ダウンロード型音楽配信 198 399 49.7

音楽ビデオ

(DVD、Blu-ray Disc等）購入
755 1,116 67.7

CDレンタル 178 384 46.2

CD購入 1,061 1,318 80.5

※減少率：2020年÷2019年

計

※一般セルベース

MTSQ この半年間に音楽関連の商品・サービスについてどの程度お金を使いましたか。あてはまるものをお選びください。 MTS
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(WB前n=2.447)

※「減った」のスコアで降順ソート

Amazon Prime Music

カラオケ

コンサート、ライブ、演奏会、

音楽イベント、ミュージカル等の入場料

CD購入

CDレンタル

音楽関係のグッズ、出版物

音楽ビデオ購入

有料配信型ライブ

定額制音楽配信サービス

有料音楽配信サービスでの

ダウンロード

有料音楽放送

定額制動画配信サービス

35.6 

32.0 

21.4 

21.3 

21.0 

18.1 

15.6 

14.7 

13.5 

13.2 

11.8 

10.9 

60.9

65.6

70.9

75.0

77.4

76.9

74.5

84.1

82.6

84.6

81.9

82.1

3.5

2.3

7.7

3.8

1.6

5.0

9.9

1.2

3.9

2.2

6.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

減った 同程度だった 増えた

(WB前n=730) (％)

パソコン・スマートフォン等で視聴・利用できる無料の

音楽配信サイトや動画配信サイト（YouTube等）、アプリで満足するようになった

金銭的な余裕が減った

現在所有している楽曲で満足している

好きなアーティストの新しい商品の発売が減った

好きなアーティストに関係なく、買いたいと思えるような曲が減った

音楽に対する興味は変わらないが、

そもそも音楽にお金を使おうと思わない、または思わなくなった

好きなアーティストがいなくなった/減った

CDへの値ごろ感が薄らいだ

インターネット上から無料で楽曲をダウンロードしているから

欲しい曲が沢山入っているアルバムが減った、無かった

音楽に対する興味が減った

音楽を聴く時間を持てなくなった

定額制音楽配信サービスを利用しているため、楽曲購入の必要性を感じなくなった

これまで利用していたCDショップが少なくなった/なくなった

Amazon Prime Music（プライム会員特典）を利用しているため、

楽曲購入の必要性を感じなくなった

無料配信型ライブに参加するようになったため購入が減った

魅力的な特典が付いているCDが減った、無かった

有料配信型ライブに参加するようになったため購入が減った

再生機器を使わなくなった、または故障して使えなくなった

友人・知人にCDを借りたり、録音してもらって無料で楽曲を入手することが増えた

25.8 

25.6 

21.6 

16.7 

15.2 

13.3 

11.6 

11.2 

10.8 

10.6 

9.3 

9.3 

8.9 

8.5 

8.0 

7.8 

6.7 

6.2 

6.1 

6.1 

音楽への支出額の増減/楽曲購入が減った理由

音楽への支出額の増減 楽曲購入が減った理由

支出が減った項目は「カラオケ」「コンサート等の入場料」。楽曲購入が減った理由をみると「無料で満足」 「金銭的余裕が減った」 「所有している楽曲で満足」が上位。

※直近半年間、音楽視聴者ベース ※楽曲の購入金額が、昨年の同時期に比べて減った方ベース

➢ 音楽への支出額の増減をみると（左表）、支出が減った項目は「カラオケ」「コンサート、ライブ、演奏会、音楽イベント、ミュージカル等の入場料」「CD購入」。

➢ 支出が増加した項目は「有料配信型ライブ」「CD購入」「Amazon Prime Music」「定額制動画配信サービス」など家で楽しめるコンテンツが挙げられる。

➢ 楽曲購入が減った理由をみると（右表）、「無料で満足」が26%で最も高く、次いで「金銭的な余裕が減った」(26%)、「現在所有している楽曲で満足」(22%)の順。

減少理由を
聴取

※上位20項目を掲載

Q この半年間に音楽関連の商品・サービスに対してお金を使った額は、昨年の同時期に比べどのように変わりましたか。あてはまるものをお選びください。
Q 楽曲の購入について、昨年の同時期に比べて使ったお金の額が減った方に伺います。その理由について、あてはまるものをすべてお選びください。また、そのうち最も大きいと思う理由をひとつだけお選びください

MTS

MASA
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音楽CDから

スマホに

コピーした

楽曲ファイル

ダウンロード

型有料

音楽配信

定額制

音楽配信

サービス

Spotify

フリープラン・

LINE

MUSIC

フリープラン

Amazon

Prime

Music

YouTube ニコニコ

動画

定額制

動画配信

サービス

YouTube、ニ

コニコ動画以

外の無料のイ

ンターネット動

画配信サイト

短編動画

投稿アプリ

無料ダウン

ロードした

楽曲

無料音楽

アプリ・

サービス

インター

ネットラジオ

インター

ネットテレビ

無料配信

型ライブ

有料配信

型ライブ

あてはまる

ものはない

好きなアーティスト 22.5 11.9 9.4 6.6 9.3 47.3 7.1 6.2 15.2 4.8 12.6 10.7 7.9 5.7 11.6 10.7 24.5

知っているアーティスト

（ファンではない）
8.5 5.8 8.0 5.6 8.5 41.1 4.2 3.0 11.7 2.9 7.2 7.3 4.1 3.2 5.5 2.2 30.3

全く知らないアーティスト

（新たに知って気になった）
4.9 4.0 7.1 4.4 6.6 37.0 3.4 2.6 9.6 2.4 4.9 5.8 3.8 2.2 3.8 1.6 35.7

(WB前n=2,447)

0%

20%

40%

60%

好きなアーティスト 知っているアーティスト

（ファンではない）

全く知らないアーティスト

（新たに知って気になった）

アーティストへの興味度別 楽曲の聴取方法

アーティストへの興味度別 楽曲の視聴方法

➢ アーティストへの興味度に関わらず、「YouTube」での視聴が最も多く、「全く知らないアーティスト」についても37%。

➢ また、いずれの視聴方法も「好きなアーティスト」が最も高く、ついで「知っているアーティスト」「全く知らないアーティスト」の順となる。

➢ 「好きなアーティスト」と「知っているアーティスト」の差が大きいのは、「音楽CDからスマホにコピーした楽曲ファイル」「有料配信型ライブ」「ダウンロード型有料音楽配信」。
好きなアーティストほど、お金をかけて聴取する傾向がみられる。

➢ アーティストの興味度が変わっても、使用率に大きな変化がみられないのは、「定額制音楽配信サービス」「Amazon Prime Music」
「Spotifyフリープラン・LINEMUSICフリープラン」。

※直近半年間、音楽視聴者ベース

アーティストへの興味度に関わらず、「YouTube」での視聴が高い。「好き」⇒「知っている」の差が大きいのは「音楽CDからスマホにコピー」「有料配信型ライブ」。

Q あなたはスマートフォンにて、アーティストの楽曲をどのような手段で視聴しますか。視聴するために利用する手段をすべてお選びください。またその中で最もよく利用する手段を一つだけお選びください。 MASA
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Q 半年間でお金を使って楽曲を所有した人（CD購入、CDレンタル、音楽ビデオ/DVD購入、ダウンロード型有料音楽配信にお金を使った人）にお伺いします。

お金を使った理由や目的について、下記のアーティストの楽曲ごとに、あてはまるものをすべてお選びください。※「その他」にあてはまる方は、その具体的な内容をご記入ください。
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テ

ィ

ス

ト

が

好

き

だ

か

ら

楽

曲

/

映

像

を

気

に

入

っ

た

か

ら

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

/

楽

曲

が

話

題

に

な

っ

て

い

た

か

ら モ

ノ

や

音

源

と

し

て

所

有

し

て

お

き

た

か

っ

た

か

ら

音

質

が

良

い

も

の

を

入

手

し

た

か

っ

た

か

ら

収

録

内

容

に

対

し

て

値

ご

ろ

感

が

良

い

と

思

っ

た

か

ら

ジ

ャ

ケ

ッ

ト

が

欲

し

か

っ

た

か

ら

歌

詞

カ

ー

ド

が

欲

し

か

っ

た

か

ら

購

入

特

典

グ

ッ

ズ

が

魅

力

的

だ

っ

た

か

ら

購

入

す

る

こ

と

で

参

加

で

き

る

イ

ベ

ン

ト

が

魅

力

的

だ

っ

た

か

ら

販

売

店

の

ポ

イ

ン

ト

が

使

え

た

か

ら

お

金

に

余

裕

が

で

き

た

か

ら

時

間

に

余

裕

が

で

き

た

か

ら

カ

ラ

オ

ケ

で

歌

い

た

い

か

ら

定

額

制

音

楽

配

信

サ

ー

ビ

ス

等

で

は

聴

く

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

か

ら

A

m

a

z

o

n

 

P

r

i

m

e

M

u

s

i

c

で

は

聴

く

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

か

ら

Y

o

u

T

u

b

e

や

、

無

料

で

音

楽

を

聴

け

る

ア

プ

リ

等

で

は

聴

く

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

か

ら

そ

の

他

半

年

間

で

お

金

を

使

っ

て

所

有

し

た

こ

と

は

な

い

好きなアーティスト (475) 61.6 38.6 14.4 42.1 19.9 10.9 14.0 10.8 16.1 7.2 7.6 12.1 9.0 11.0 6.5 5.4 21.5 3.1 3.7

知っているアーティスト

（ファンではない）
(213) 17.6 32.3 19.9 21.5 14.1 6.1 4.1 7.1 5.7 3.2 7.2 12.3 11.0 11.8 4.9 3.1 20.2 4.4 18.2

全く知らないアーティスト

（新たに知って気になった）
(138) 12.5 24.6 17.3 15.6 7.3 7.3 5.8 6.6 3.6 4.8 5.9 12.3 10.5 11.5 2.5 4.6 11.1 5.9 23.3

0%

20%

40%

60%

80%

好きなアーティスト 知っているアーティスト

（ファンではない）

全く知らないアーティスト

（新たに知って気になった）

アーティストへの興味度別 お金を使った理由・目的

アーティストへの興味度別 お金を使った理由・目的

➢ 「好きなアーティスト」にお金を使った理由をみると、「アーティストが好きだから」に続き「モノや音源として所有しておきたかったから」が挙がる。
また、「好きなアーティスト」にお金を使った理由は、「知っている/全く知らないアーティスト」と比較して、「ジャケットが欲しかったから」「購入特典グッズが魅力的だったから」が高く、
これらの点からも、好きなアーティストについては、音源やジャケット、特典グッズ等のモノを手元に所有したい気持ちがうかがえる。

➢ 「知っているアーティスト」にお金を使った理由は、「好きな/全く知らないアーティスト」と比較して「アーティスト/楽曲が話題になっていたから」がやや高い。

※各アーティストの音楽を、半年以内に購入した方ベース

好きなアーティストにお金を使った理由は、音源やジャケット、特典グッズなどの「モノ」を手元に置きたいという理由が挙げられる。

MTM
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(2,447) 6.2

男性12-19歳 (280) 14.7

男性20代 (262) 10.2

男性30代 (163) 6.4

男性40代 (165) 3.8

男性50代 (161) 4.8

男性60代 (190) 0.0

女性12-19歳 (322) 11.6

女性20代 (277) 9.5

女性30代 (178) 7.0

女性40代 (161) 7.6

女性50代 (146) 3.1

女性60代 (142) 2.9

性年代

2020年　全体

定額制音楽配信サービス 利用者の年代構成/支出が増加した年代

利用者の年代構成
※直近半年間、音楽視聴者かつ定額制音楽配信サービス利用者ベース ※直近半年間、音楽視聴者ベース

定額制音楽配信サービスへの支出が増加した年代

52%

20代+30代計

利用者の年代構成は20~30代が5割を占める。また、10~20代は、定額制音楽配信サービスへの支出が増加したと感じている人が多い。

➢ 定額制音楽配信サービスの利用している人は、20～30代が5割を占めておりボリュームゾーン。

➢ 10～20代は、定額制音楽配信サービスの支出が増加したと感じている人も多く、定額制音楽配信サービスは、若年層の利用が進んでいることが分かる。

➢ 性年代別にみると、10~20代では男女に傾向の差はないが、同年代男性と比較して、40代女性は支出が増加した人が多い。

（WB前n=467）

男性12-19歳

9.0%

女性12-19歳

9.0%

男性20代

17.8%

女性20代

16.6%
男性30代

8.9%

女性30代

8.6%

男性40代

9.1%

女性40代

9.5%

男性50代

3.4%

女性50代

2.6%

男性60代

2.9%

女性60代

2.7%

Q この半年間に、音楽を楽しむために利用した商品やサービスは何ですか。あてはまるものをすべてお選びください。
Q この半年間に音楽関連の商品・サービスに対してお金を使った額は、昨年の同時期に比べどのように変わりましたか。あてはまるものをお選びください。

MA

MTS
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通勤・通学時 授業・仕事中 昼休み・休憩時間 入浴時 就寝時 その他 あてはまるものはない

(424) 56.0 13.5 41.2 21.3 28.4 8.1 6.8

男性 (205) 58.0 11.4 43.6 16.9 28.4 5.8 6.3

女性 (219) 54.2 15.6 38.8 25.5 28.4 10.3 7.3

12-19歳 (166) 53.9 14.3 39.1 23.1 31.3 7.8 11.9

20代 (147) 69.7 17.9 42.8 24.3 25.7 1.3 3.2

30代 (41) 63.4 7.9 37.6 6.1 35.3 11.3 2.0

40代 (42) 48.7 8.1 38.2 20.8 27.7 15.6 11.3

50代 (14) 15.9 10.3 50.1 35.6 23.7 20.3 5.6

60代 (14) 13.8 21.1 50.7 28.6 20.9 6.5 13.5

2020年　全体

性別

年代別

WB前

n=

56.0

13.5

41.2

21.3

28.4

8.1 6.8

0%

20%

40%

60%

80%

[比率の差]

2020年 全体+10     

2020年 全体 +5     

2020年 全体 -5     

2020年 全体-10     

WB前n=30以上の場合

スマホでの定額制音楽配信サービス視聴シーン

スマートフォンで定額制音楽配信サービスを視聴するシーン

全体では、「通勤・通学時」が56%と最も高い。次いで、「昼休み・休憩時間」が41%、「就寝時」が28%と高い。

➢ 年代別でみると、全体と比較して「通勤・通学時」は20代の利用率が高く、30代はやや高い。40代はやや低いといえる。

➢ 30代は全体と比較して「入浴時」の利用が低い。

※スマートフォンで音楽を視聴する人ベース

※n=30未満は参考値

Q スマートフォンにてあなたが音楽を視聴するシーンを以下からお選びください。 MTM
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配信型ライブについて

参加の理由

参加の理由は「アーティストのファンだから」が最も高い。配信型ライブに対するイメージは「手軽に参加できる」が突出して高い。

➢ 参加の理由を全体で見てみると「アーティストのファンだから」が66％で最も高く、「ライブが中止になったから」(47％)、「家から参加できるから」(43％)と続く。

➢ 年代別に見てみると、全体と比較して10代は「アーティストの売り上げに貢献したいから」が38％と高く、50代は「一体感を味わいたいから」が30％と高い。

➢ イメージを全体で見てみると、「手軽に参加できる」が56％と最も高く、次いで「価格が安い」(23％)「会場に近い雰囲気を味わえる」(21％)の順。

イメージ

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

の

フ

ァ

ン

だ

か

ら

ラ

イ

ブ

が

中

止

に

な

っ

た

か

ら

家

か

ら

参

加

で

き

る

か

ら

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

の

売

り

上

げ

に

貢

献

し

た

い

か

ら

ラ

イ

ブ

の

演

出

が

素

晴

ら

し

い

か

ら

一

体

感

を

味

わ

い

た

い

か

ら

M

C

ト

ー

ク

な

ど

、

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

が

演

奏

す

る

以

外

の

姿

が

見

れ

る

か

ら

(281) 66.1 47.1 43.0 27.2 25.7 18.6 16.3

男性 (100) 51.2 39.8 42.3 23.6 21.8 21.1 19.9

女性 (181) 75.1 51.5 43.3 29.5 28.2 17.0 14.0

12-19歳 (92) 73.3 49.8 36.8 37.6 27.9 16.8 15.6

20代 (78) 62.4 54.9 47.3 27.8 32.5 15.4 19.4

30代 (35) 65.6 29.1 40.9 31.9 22.1 16.4 9.1

40代 (38) 68.5 56.2 46.2 24.6 31.3 18.1 20.3

50代 (30) 65.0 42.8 41.5 22.2 12.0 29.9 14.8

60代 (8) 56.9 35.1 34.8 - 13.1 14.0 14.0

※「2020年　全体」のスコアで降順にソート／※上位7項目まで掲載　　

2020年　全体

性別

年代別

WB前

n=

[比率の差]

2020年 全体+10     

2020年 全体 +5     

2020年 全体 -5     

2020年 全体-10     

WB前n=30以上の場合

66.1

47.1
43.0

27.2 25.7
18.6 16.3

0%

20%

40%

60%

80%

手

軽

に

参

加

で

き

る

価

格

が

安

い

会

場

に

近

い

雰

囲

気

を

味

わ

え

る

臨

場

感

が

あ

る

一

体

感

が

あ

る

映

像

が

き

れ

い

ワ

ク

ワ

ク

す

る

そ

の

他

(2,193) 56.4 22.5 20.5 15.6 13.1 11.6 9.8 11.6

(1,078) 51.7 21.7 19.8 18.2 13.3 12.7 6.9 13.7

(1,115) 61.1 23.4 21.1 13.1 12.9 10.4 12.7 9.5

(501) 45.1 25.0 32.7 22.7 18.1 19.4 21.3 7.5

(456) 57.8 29.7 23.7 16.3 15.8 14.9 10.4 3.9

(310) 59.1 25.1 18.8 15.5 13.5 14.6 10.8 8.3

(305) 62.5 21.0 17.3 14.7 13.2 10.1 12.6 11.0

(320) 58.3 19.7 15.8 11.5 9.9 8.7 5.1 17.4

(301) 48.9 17.0 22.0 17.1 11.1 6.6 4.6 18.6

※「2020年　全体」のスコアで降順にソート　　

WB前

n=

56.4

22.5 20.5
15.6 13.1 11.6 9.8 11.6

0%

20%

40%

60%

80%

※直近半年間、有料配信型ライブ利用者ベース ※有料配信型ライブ認知者ベース

※n=30未満は参考値

Q あなたが、有料配信型ライブに参加した理由として当てはまるものを全てお選びください。
Q あなたは、有料配信型ライブにどのようなイメージを持っていますか。あてはまるものをすべて選んでください。

MA

MA
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【コロナ前後】コロナで減ったこと・今後の利用意向

WB前 (n=2,154) (％)

CD購入 21.8

CDレンタル 21.7

音楽ビデオ購入 17.9

有料音楽配信サービスでのダウンロード 13.9

定額制音楽配信サービス 12.2

Amazon Prime Music 12.5

定額制音楽配信サービス 13.8

定額制動画配信サービス 12.3

有料音楽放送 14.1

有料配信型ライブ 15.1

カラオケ 38.5

コンサート、ライブ、演奏会、音楽イベント、

ミュージカル等の入場料
34.8

音楽関係のグッズ、ファンクラブ会費 19.4

音楽関係出版物 16.9

コロナで減ったこと 今後の利用意向

コロナによって減ったことは「カラオケ」「コンサート、ライブ等の入場料」が高く、今後の利用意向は「コンサート、ライブ等の入場料」が最も高い。

➢ コロナで利用が減ったことは「カラオケ」が39％で最も高く、「コンサート、ライブ、演奏会、音楽イベント、ミュージカル等の入場料」(35％)、「CD購入」「CDレンタル」(22％)と続く。

➢ 利用が減ったことの今後の利用意向は「コンサート、ライブ、演奏会、音楽イベント、ミュージカル等の入場料」が56％と最も高く、「カラオケ」(47％)、「CD購入」(36％)と続く。

(443) 35.6

(443) 29.3

(359) 29.2

(287) 15.5

(243) 15.4

(263) 14.5

(280) 9.4

(255) 11.7

(287) 11.7

(293) 18.5

(850) 47.0

(708) 55.5

(395) 29.9

(348) 15.7

利用 したい・計:「とても利用 したい」+「やや利用 したい」

音楽関係のグッズ、ファンクラブ会費

音楽関係出版物

有料配信型ライブ

カラオケ

コンサート、ライブ、演奏会、

音楽イベント、ミュージカル等の入場料

定額制動画配信サービス

有料音楽放送

CDレンタル

音楽ビデオ購入

有料音楽配信サービスでの

ダウンロード

定額制音楽配信サービス

CD購入

Amazon Prime Music

定額制音楽配信サービス

WB前

n=

利用

したい・計

11.2

6.4

8.9

2.8

2.0

5.1

2.3

2.1

2.3

4.9

20.3

31.9

14.0

4.4

24.4

22.9

20.3

12.8

13.4

9.4

7.2

9.6

9.3

13.5

26.7

23.6

15.9

11.3

31.4

29.4

32.1

34.8

32.5

35.7

32.4

32.9

32.8

33.0

18.9

18.9

31.2

38.5

14.6

18.0

16.0

15.0

17.4

14.5

21.4

18.6

19.0

18.1

15.3

11.0

13.5

14.7

18.4

23.3

22.7

34.6

34.7

35.3

36.8

36.8

36.6

30.5

18.8

14.6

25.4

31.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても利用

したい

やや利用

したい

どちらでも

ない

あまり利用

したくない

まったく利用

したくない
※コロナ流行以前、音楽視聴者ベース ※コロナ流行以前と比較して、直近半年以内

に音楽関連商品の購入が減ったと回答した人ベース

Q 新型コロナウイルス流行以降の半年間(2020年4~2020年10月)で音楽関連の商品・サービスに対してお金を使った額は新型コロナウイルス流行前の半年間(2019年10月~2020年3月)と比べて、どのように
変わりましたか。あてはまるものをお選びください。

Q 新型コロナウイルス流行以降(2020年4~2020年10月)、利用が減った音楽関連の商品・サービスを今後利用したいと思いますか。当てはまるものをお選びください。

MTS

MTS
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WB前 (n=2,154) (％)

CD購入 6.9

CDレンタル 3.1

音楽ビデオ購入 3.9

有料音楽配信サービスでのダウンロード 3.6

定額制音楽配信サービス 6.0

Amazon Prime Music 6.0

定額制音楽配信サービス 2.2

定額制動画配信サービス 4.9

有料音楽放送 2.3

有料配信型ライブ 10.5

カラオケ 2.9

コンサート、ライブ、演奏会、音楽イベント、

ミュージカル等の入場料 1.6

音楽関係のグッズ、ファンクラブ会費 4.6

音楽関係出版物 3.1

【コロナ前後】コロナで増えたこと・音楽視聴方法

コロナで増えたこと 音楽聴取方法

コロナによって増えたことは「有料配信型ライブ」「CD購入」「定額制音楽配信サービス」「Amazon Prime Music」が高い。

➢ コロナで利用が増えたことは「有料配信型ライブ」が11％で最も高く、「CD購入」(7％)、「定額制音楽配信サービス」「Amazon Prime Music」(6％)と続く。

➢ いずれかの音楽商品について利用が増えたと答えた人は、新型コロナウイルス流行以降、音楽を聴取するために「YouTube」を利用していた人が61%と最も高く、「テレビ」(49％)、
「音楽CD」(47％)と続く。

※コロナ流行以前、音楽視聴者ベース ※コロナ流行以前と比較して、直近半年以内
に音楽関連商品の購入が増えたと回答した人ベース

YouTube テレビ 音楽CD

音楽CDか

らコピーした

楽曲ファイル

単独のアー

ティストによ

るコンサー

ト、ライブ等

音楽

DVD、

Blu-ray

Disc

YouTube、

ニコニコ動

画以外の無

料動画配

信サイト

カラオケ

BOX・カラオ

ケ教室

定額制音

楽配信サー

ビス

AM・FMラ

ジオ

(424) 60.8 48.9 46.6 35.5 33.3 29.8 24.1 23.8 21.2 21.1

男性 (309) 54.7 36.3 42.2 30.8 26.6 24.5 28.9 16.8 20.7 26.9

女性 (417) 65.5 58.6 50.0 39.0 38.4 33.9 20.4 29.3 21.5 16.7

12-19歳 (262) 68.6 44.5 47.0 31.4 22.4 26.9 20.2 29.9 26.6 13.8

20代 (194) 61.2 39.9 39.2 34.5 33.8 34.6 26.4 34.7 29.6 10.8

30代 (76) 59.1 52.0 45.3 43.5 41.4 27.8 31.3 26.0 19.0 22.8

40代 (80) 61.1 51.6 50.8 29.4 38.6 24.3 26.5 13.8 23.1 26.0

50代 (68) 58.9 53.8 56.1 38.2 40.0 43.1 19.2 18.9 8.0 32.2

60代 (46) 52.2 61.4 44.9 39.4 15.1 16.9 14.9 9.5 9.4 30.8

WB前

n=

2020年　全体

性別

年代別

60.8

48.9 46.6

35.5 33.3
29.8

24.1 23.8
21.2 21.1

0%

20%

40%

60%

80%

[比率の差]

2020年全体+10     

2020年全体 +5     

2020年全体 -5     

2020年全体-10     

WB前n=30以上の場合

Q 新型コロナウイルス流行以降、新たに始めたこと、頻度・回数が増えたこととして当てはまるものをすべてお選びください。
Q この半年間に、音楽を楽しむために利用した商品やサービスは何ですか。あてはまるものをすべてお選びください。

MTM

MA
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全体 (3,343)

実店舗

購入減少者
(248)

WB前

n=

3.6

6.1

7.3

11.9

9.2

14.5

10.8

9.3

9.0

6.1

10.3

5.7

3.4

5.6

7.1

7.8

9.0

11.6

10.6

7.7

9.0

7.2

10.8

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性12-19歳 男性20代 男性30代 男性40代 男性50代 男性60代

女性12-19歳 女性20代 女性30代 女性40代 女性50代 女性60代

【コロナ前後】実店舗での音楽関連商品購入が減った人

実店舗で音楽関連商品を買わなくなった理由

性年代構成 好きな音楽ジャンル

実店舗利用が減った人の性年代構成比を見てみると、全体と比較して男性10～30代が高い。

➢ 性年代別に見てみると、男性30代が15％と最も高い。性別で見てみると、男女で大差はない。

➢ 好きな音楽ジャンルは「日本のポップス・ロック・ダンスミュージック」が80％と突出して高く、「その他海外のポップス・ロック・ダンスミュージック」が29％と続く。

➢ 実店舗で音楽関連商品を買わなくなった理由は「外出が減ったから」が21％で最も高く、次いで「金銭的な余裕が減った」(12％)「現在所有している楽曲で満足」(10％)が高い。

日本の

ポップス・

ロック・

ダンス

ミュージック

韓国の

ポップス・

ロック・

ダンス

ミュージック

その他海外

のポップス・

ロック・

ダンス

ミュージック

アイドル

ミュージック

アニメ・

声優・

ゲーム・

ボカロ系

音楽

演歌・

歌謡曲

クラシック ジャズ その他 普段音楽

は聴か

ない

81.0

13.8

34.4

16.7
24.7

9.8

21.1
15.8

3.5 2.9

80.0

17.2
29.0

18.5
27.3

7.4
13.3 9.9

0.4 2.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%
全体 WB前(n=2,447) 実店舗購入減少者 WB前(n=248)

外出が減ったから
金銭的な余裕が

減った

現在所有

している楽曲で

満足している

パソコン・スマート

フォン等で視聴・利

用できる無料の

音楽配信サイトや

動画配信サイト

（YouTube

等）、アプリで満

足するようになった

CDのレンタル

利用が増えた

ECサイトから

購入するように

なったから

好きなアーティスト

の新しい商品の

発売が減った

好きなアーティスト

に関係なく、

買いたいと思える

ような曲が減った

CDへの値ごろ感

が薄らいだ

欲しい曲が

沢山入っている

アルバムが

減った、無かった

CDショップや

インターネット

ショッピングサイト

で自分が聴きた

い音楽の探し方

が分からない、十

分な情報がない

有料配信型ライブ

(音楽コンサート

※電子チケットや

ポイントを購入した

ユーザーのみ視聴

可能)に参加するよ

うになったため購入

が減った

音楽に対する

興味が減った

音楽を聴く時間

を持てなくなった

音楽に対する

興味は変わらな

いが、そもそも

音楽にお金を

使おうと

思わない、または

思わなくなった

※「実店舗購入減少者 WB前(n=248)」のスコアで降順にソート／※上位15項目まで掲載（同率は非掲載）　　

20.9

11.6 10.2 8.7 8.6 8.3 8.1 6.5 6.2 5.6 5.1 4.8 4.7 4.3 4.3

0%

10%

20%

30%

40%
実店舗購入減少者 WB前(n=248)

※直近半年間、音楽視聴者ベース

Q 実店舗での音楽関連商品購入が減った方にお伺いいたします。その理由について、あてはまるものをすべてお選びください。 MA
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【コロナ前後】ライブ・イベントへの使用金額が減った人

性年代構成

お金の使い道（音楽関連）

好きな音楽ジャンル

ライブ・イベントの使用金額が減った人の属性を見てみると、女性比率がやや高く、お金の使い道は「貯金」「食費」「生活費の補填」が上位。

➢ 好きな音楽ジャンルは「日本のポップス・ロック・ダンスミュージック」が87％と最も高く、次いで「その他海外のポップス・ロック・ダンスミュージック」(37％)、「アニメ・声優・ゲーム・ボカロ系
音楽」(26％)の順。

➢ ライブ・イベントへの使用が減った分のお金の使い道は、音楽関連では「CD購入」が10％で最も高く、音楽関連以外では「貯金」が25％で最も高い。

全体 (3,343)

ライブ金額

減少者
(708)

WB前

n=

3.6

2.6

7.3

5.5

9.2

7.7

10.8

10.3

9.0

7.2

10.3

7.4

3.4

4.4

7.1

10.3

9.0

10.8

10.6

14.2

9.0

9.4

10.8

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性12-19歳 男性20代 男性30代 男性40代 男性50代 男性60代

女性12-19歳 女性20代 女性30代 女性40代 女性50代 女性60代

日本の

ポップス・

ロック・

ダンス

ミュージック

韓国の

ポップス・

ロック・

ダンス

ミュージック

その他海外

のポップス・

ロック・

ダンス

ミュージック

アイドル

ミュージック

アニメ・

声優・

ゲーム・

ボカロ系

音楽

演歌・

歌謡曲

クラシック ジャズ その他 普段音楽

は聴か

ない

81.0

13.8

34.4

16.7 24.7
9.8

21.1 15.8
3.5 2.9

86.6

19.9

37.3

24.4 25.9

11.1

24.1
19.8

2.2 0.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%
全体 WB前(n=2,447) ライブ金額減少者 WB前(n=663)

お金の使い道（音楽関連以外）

CD購入
有料

配信型ライブ

音楽関係の

グッズ、

ファンクラブ会費

音楽ビデオ購入
定額制音楽

配信サービス
CDレンタル

Amazon

Prime Music

※「ライブ金額減少者」のスコアで降順にソート／※上位7項目まで掲載　　

音楽関連

9.7 9.1 8.3
6.1 6.0 5.4 5.4

0%

10%

20%

30%

40%
ライブ金額減少者 WB前(n=708)

貯金 食費 生活費の補填
衣料・

ファッション
書籍

音楽以外の

趣味用品
自分磨き

※「ライブ金額減少者」のスコアで降順にソート／※上位7項目まで掲載　　

音楽関連以外

24.9
23.2 23.1

13.4
11.6 10.7 9.8

0%

10%

20%

30%

40%
ライブ金額減少者 WB前(n=708)

※直近半年間、音楽視聴者ベース

Q ライブ・イベントの利用金額が減った方にお伺いいたします。ライブ・イベントに利用しなくなったお金の使い道として当てはまるものをすべてお選びください。 MA
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まとめ

■ここ3年で有料聴取層のボリュームがやや減少、この傾向は、全年代において共通である。

■全体的に、CD経由やライブでの音楽聴取は減少傾向である。

■利用金額は、昨年の9,394円から5,842円へ減少している。

■支出が減った項目は「カラオケ」「コンサート等の入場料」。楽曲購入が減った理由をみると「無料で満足」 「金銭的余裕が減った」 「所有している楽曲で満足」
が上位である。

■定額制音楽配信サービスで音楽を聴く人は増加傾向にある。

■定額制音楽配信サービスの利用率が高まっているの(P8)に対して金額が下がっている(P10)背景としては、一人当たりの支出単価が低いこと、無料で利用

できるサービスの利用が増加したことなどが理由として推察される。

■利用者の年代構成は20~30代が5割を占める。また、10~20代は、定額制音楽配信サービスへの支出が増加したと感じている人が多い。

性年代別にみると、10~20代では男女に傾向の差はないが、同年代男性と比較して40代女性は支出が増加した人が多い。

■コロナによって減ったことは「カラオケ」「コンサート、ライブ等の入場料」が高く、今後の利用意向は「コンサート、ライブ等の入場料」が最も高い。

■ライブ・イベントの使用金額が減った人の属性を見ると女性比率がやや高く、お金の使い道は「貯金」「食費」「生活費の補填」など生活必需の要素が上位。

■実店舗利用者は、コロナ前後と比較して大きな変動はなかったが、減った人の性年代構成比を見てみると、全体と比較して男性10～30代が高い。

音楽の利用実態の変化

新型コロナウイルスの影響

定額制音楽配信サービスについて


